
「菊池人」
希望者を募集します
　 新 し い こ と に 挑戦 し て い る
人、伝統を受け継いでいる人など、
菊池で頑張っている人を募集し
ます。本市在住であれば自薦・他
薦は問いません。詳しくは市長
公室までお問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

ＩＴ×人で
菊池の魅力を発信
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Profile　たかもと・りか
平成９年10月11日生まれ。観光客が地域住民に会い
に行くシステムを運営する株式会社Ktionを設立。社
名は「継承」と「connection」から。趣味は登山やキャ
ンプ、合唱、バトミントン、キャッチボール。特技は議
事録を正確に速く取ること。上赤星区出身。21歳。

ローカリップとは　ホスト登録した住民は料理や農業
体験、観光案内など得意分野を観光客に提供。人に
会いに行くことや、特色ある体験を主な目的としたロー
カルな旅を、インターネット上で提供するサービスです。

Ktion代表

高本 梨花さん
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「
菊
池
の
人
や
土
地
が
持
つ
自
然
な
姿
に
、

ゲ
ス
ト
が
ふ
れ
あ
う
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し

た
。
菊
池
と
外
の
世
界
を
つ
な
ぎ
、
地
元
の

魅
力
を
広
め
た
い
」。
住
民
と
観
光
客
を
つ

な
ぐ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
「
ロ
ー
カ

リ
ッ
プ
」
を
６
月
に
始
動
。
ホ
ス
ト
に
登
録

す
る
市
民
を
募
ろ
う
と
、
説
明
会
の
開
催
や

ネ
ッ
ト
発
信
な
ど
地
道
に
活
動
し
て
い
る
。

　

菊
池
南
中
を
卒
業
後
、
親
元
を
離
れ
八
代

農
業
高
校
泉
分
校
へ
入
学
。
幼
少
期
か
ら
自

然
が
大
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
人
よ
り

シ
カ
が
多
い
山
間
地
で
自
然
の
大
切
さ
と
厳

し
さ
を
学
ん
だ
。「
放
課
後
は
友
達
と
川
に

飛
び
込
ん
で
遊
び
ま
し
た
。
自
然
と
共
生
す

る
喜
び
や
難
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
た
。

　

林
業
を
学
ぼ
う
と
鹿
児
島
大
学
農
学
部
へ

進
学
。
そ
の
直
後
、
熊
本
地
震
が
発
生
し

た
。「
熊
本
に
恩
返
し
が
し
た
く
て
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
多
く
の
人
と
関
わ
り
、
人
生
観

が
変
わ
り
ま
し
た
」。
人
の
優
し
さ
や
土
地

の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
考
え
、
学
生
と
地
域

の
人
を
つ
な
ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
交
流

を
提
供
す
る
団
体
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ
」
を

設
立
。
主
に
阿
蘇
周
辺
の
地
域
で
、
こ
れ
ま

で
約
１
７
０
人
の
学
生
が
住
民
と
交
流
し
な

が
ら
復
興
支
援
を
行
っ
た
。「
関
わ
り
の
無

い
人
同
士
で
も
、
つ
な
が
る
と
思
わ
ぬ
化
学

反
応
が
起
き
る
。
地
域
の
人
と
深
く
関
わ
る

こ
と
で
自
身
の
成
長
に
気
づ
き
、
人
生
が
変

わ
っ
た
と
言
う
学
生
も
い
ま
し
た
」

　

現
在
は
ロ
ー
カ
リ
ッ
プ
普
及
の
た
め
に
鹿

児
島
と
菊
池
を
往
復
す
る
。「
こ
れ
か
ら
ど

ん
な
化
学
反
応
が
起
き
る
の
か
、
と
て
も
楽

し
み
で
す
」

1_ローカリップは市のまちづくり人財育成講座「フューチャーラボKIKUCHI」の受講を経て考案。初回
説明会には約40人が参加した 2_合唱団に所属。「楽譜をもとに作曲者の意図を引き出す。楽しくて一
生やめられません」 3_九州の学生が対象の起業支援イベントでローカリップを紹介。２つの賞を受賞
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